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＜ 氾濫危険水位等の見直しの考え方 ＞



【現 状】
河川氾濫による災害の恐れが⾼まっても、市町村が避難勧告を発令
しない場合が多い

・現⾏の市町村の避難マニュアルは発令基準が曖昧で、避難判断が鈍る
・避難の⽬安である⽔位が低く、市町村、住⺠が危険な状況が実感できない

「空振りを恐れず・必ず」避難勧告を発令するためには「明確な基準が必要」

国有識者会議 提言

「避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン」を国（内閣府）が改定
⇒避難勧告等の判断基準を分かりやすく設定、避難の考え方（「⽴ち退き避難」「屋内安全確保」）を整理

「避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン検討会」
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１．ガイドライン改訂の背景、洪水の避難行動の考え方

洪⽔による避難勧告の「明確な基準」の考え⽅を国（国交省）が設定



１．ガイドライン改訂の背景、洪水の避難行動の考え方

避難のあり方の原則 （避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン（国策定・H26.9)より抜粋）

【市町村の責務】
・ 避難勧告等に強制⼒は伴っていない

（⼀⼈ひとりの命を守る責任は⾏政にあるものではなく、最終的に個⼈にあるという考え⽅）
・ 住⺠⼀⼈ひとりが避難⾏動をとる判断ができる知識と情報を提供すること

【水害に対する避難勧告等の対象を明確化】
・ 避難勧告等は、⼤河川の氾濫など、多数の犠牲者が発⽣するような災害を対象として発令

することを基本
・ 小河川等による浸水は、基本的には各人の判断で危険な場所から退避することが重要

【各⼈の避難⾏動の原則】
・ 避難勧告が出されなくても、「自らの身は自分で守る」（自主避難）
・ ⼩河川等からの浸⽔に対しては、避難勧告等の発令に係わらず、各⾃の判断で上階等への
待避等を⾏う

【避難の⽬的・⾏動】
・ 「避難⾏動」は、数分から数時間後に起こるかもしれない⾃然災害から「命を守るための⾏動」
・ 従来の⽴ち退き避難だけでなく、家屋内に留まって安全を確保することも「避難⾏動」の⼀つ
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洪⽔で避難勧告等を発令する⽬安を、破堤の形態で分けて
「越⽔」と「漏⽔・浸⾷」の２パターンで設定

※必ずHWL以下で設定
（１）【越水】

（２）【漏⽔・浸⾷】
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１．ガイドライン改訂の背景、洪水の避難行動の考え方

「空振りを恐れず・必ず」避難勧告を発令するためには 「明確な基準が必要」



「越⽔」氾濫における避難⾏動の⽬安となる⽔位を検討

○ 検討する対象河川
⇒水防法で定める洪水予報河川の１３河川、水位周知河川の２６河川のほか、
その他の水位計が設置されている河川も併せて検討。

○ 水位の設定方法
設定方法①【水位上昇速度が、避難等に要する時間を考慮できる中規模の河川】
⇒「越⽔」氾濫に対し、避難等に要する時間を考慮した氾濫危険⽔位等を設定

設定方法②【水位上昇が急激で避難等に要する時間の考慮が困難な小規模河川】
⇒浸水リスクの状況も踏まえ、近年の出⽔記録より１０年に１〜３回程度到達する水位
により氾濫危険⽔位等を設定
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２．「越水」氾濫での危険水位等の設定



【設定方法①】 水位上昇速度が、避難等に要する時間を考慮できる中規模の河川

【設定方法②】 水位上昇が急激で避難等に要する時間の考慮が困難な小規模河川

堤防高まで堤防機能が確保されるものではない。

堤防高まで堤防機能が確保されるものではない。

避難等に要する時間は目安として市町村と調整
目安 情報伝達 準備時間 移動時間

通常避難者 60分 30分 10分 20分

要配慮者 90分 40分 20分 30分
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堤防高

避難勧告氾濫危険水位

HWL避難に要する時間
（６０分を目安）

避難判断水位
避難準備に要する時間
（９０分を目安）

氾濫注意水位

避難準備情報

水防団出動の水位

堤防高

かなりの頻度で、水位が到達

氾濫注意水位

避難等に要する時間
（60分、90分を目安）

氾濫危険水位

避難判断水位

氾濫危険水位

避難判断水位

１０年に１～３回程度到達する水位（目安）

避難勧告HWL

避難準備情報

水防団出動の水位

※ 氾濫危険水位は、HWL以下とする。

２．「越水」氾濫での危険水位等の設定
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３．水位設定の順序（１／２）

① 危険箇所の設定

② 危険箇所の満杯流量から

水位基準点での流量を算定

③ 水位基準点で危険箇所の

満杯相当水位を設定

下流

上流水位基準点

▽満杯水位

満杯流量
Ｑ

危険箇所

危険箇所の断面

水位基準点

危険箇所の
満杯流量 Ｑ

水位基準点

危険箇所の満杯相当水位
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３．水位設定の順序（２／２）

⑤ 水位基準点での水位上昇量を設定

⑥ 水位基準点の水位上昇量から危険箇所の満杯相当水位に到達する時間を

考慮し、「氾濫危険水位」「避難判断水位」を設定

設定方法①で水位設定 設定方法②で水位設定

水位基準点

水位上昇量

水位基準点

危険箇所の満杯相当水位

氾濫危険水位

避難判断水位

60分上昇量
90分上昇量

水位基準点

危険箇所の満杯相当水位

氾濫危険水位

避難判断水位60分上昇量

90分上昇量

10年に3回程度

の到達水位

水位基準点の水位上昇量

より避難等に要する時間

の考慮ができる。 水
位
上
昇
→

時間→

水位上昇が

比較的緩やか 水位基準点の水位上昇が

急激で避難等に要する時

間が考慮できない。 水
位
上
昇
→

時間→

急激な

水位上昇

ﾘｰﾄﾞﾀｲﾑ(分) 60分 90分

水位上昇量(cm) ○○cm ○○cm

水位基準点での上昇量

水
位
上
昇
→

時間→



４．危険個所の設定

各断面の堤防天端高を整理

各断面のHQ式より、各断面の満杯流量を評価

基準点のHQ式を用い、各断面で求めた満杯
流量を水位基準点での水位に換算する(換算水位)

換算水位が低く、且つ
・背後地に資産がある

・市町村の注視している箇所

危険箇所選定

YES
NO

危険箇所決定まで
繰り返し

【危険箇所設定の基本的な考え方】
・最も流下能力が低い箇所
・流下能力の低い箇所のうち、背後地に家屋や事
業所があるなど、資産が集積している箇所

・市町村とのヒアリングより、水防時に注意が必
要な箇所など

危険箇所は「掘込」「築堤」に限らず、堤防満杯評価とする
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・危険箇所の満杯流量を水位基準点での流量として設定する時、水位基準点との、

流量配分図の流量で按分する。（流量配分図は１００年確率の計画流量）

右岸

HWL

計画流量

観測所受け持ち区間

危険箇所候補地点

５００m3/s ３００m3/s ２５０m3/s

計画高水流量配分図（例）

５．危険箇所の満杯流量（氾濫水位）から水位基準点での流量を算定

○ 水位基準点での流量を設定

水位基準点

①

②

① ②

③

③
補正する

(500/250)

補正する

(500/300)

補正しない

(500/500)
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危険個所の堤防天端高を整理

危険個所断面のHQ式より、危険個所の満杯流量を算出

基準点のHQ式を用い、危険個所断面での満杯流量
相当の水位基準点での水位を設定する(換算水位)

６．水位基準点で危険箇所の満杯相当水位を設定

▽満杯水位

満杯流量
Ｑ

危険箇所の断面 水位基準点

危険箇所の満杯相当水位

危険箇所の
満杯流量 Ｑ
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▽氾濫注意水位

▽水防団待機水位

最高水位の水位上昇グラフ

７．水位基準点の水位上昇量を整理

・危険箇所には水位計がなく、洪水時、水位の上昇が分からないため、危険箇所の水位上昇

ではなく、該当する水位基準点の水位上昇量を整理

・近年出水（概ね10年程度）から最高出水位となる出水データを抽出

・氾濫注意水位（もしくは水防団待機水位）より高い水位上昇区間から、60分、90分のそれ

ぞれの最大上昇量を算定

上昇時間 →
←
水
位
上
昇

60分

90分

60分

上昇量

(最大)
90分

上昇量

(最大)

水位上昇量設定の

イメージ
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氾濫注意水位

避難判断水位

氾濫危険水位

水位基準点

危険箇所の満杯時相当水位

避難時間60分

避難準備時間90分

８．水位基準点における氾濫危険水位等の設定

水位基準点における、危険個所の満杯時相当の水位から、

前項７で定めた水位上昇量を基に、水位基準点での

・「氾濫危険水位」（満杯時相当の水位の60分前の目安となる水位）

・「避難判断水位」（満杯時相当の水位の90分前の目安となる水位）

等の水位設定を行う
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下流

上流

換算する

水位観測点

上流の危険箇所から水位観測点

まで流れる時間

水位観測点から下流の危険箇所

まで流れる時間

・流下時間は河床勾配等を考慮し「クラーヘン式」より算出

・危険箇所が上流の場合、水位基準点までの流下時間分、先に危険箇所で越流開始するため、

流下時間分を更に考慮した水位を氾濫危険水位等として設定する

・危険箇所が下流の場合、水位基準点からの流下時間分、後で危険箇所で越流開始するが、

流下時間は数分から数１０分程度のため、流下時間を考慮しない（安全側に設定）

○ 水位基準点と危険個所の流下時間による補正

下流に危険箇所がある場合の換算イメージ

上流に危険箇所がある場合の換算イメージ

※ 大阪府では危険箇所が下流の場合、流下時間を評価しない

避難時間等の差引水位

流下時間の差引⽔位▽はん濫危険⽔位

危険箇所の満杯時の水位

避難時間等の差引水位
流下時間の差引⽔位

▽はん濫危険⽔位
危険箇所の満杯時の水位
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８．水位基準点における氾濫危険水位等の設定



９．設定方法① 安威川（危険箇所の設定）

千歳橋（水位観測基準点）11.2ｋ

茨木市

吹田市

摂津市

寝屋川市

枚方市

守口市

豊中市

箕面市

高槻市

大阪市

1.30k  ①L

3.10k  ②L

3.10k  ①R
（危険箇所）

6.40k  ③L
4.20k  ②R

4.40k  ③R

11.80k  ④L

4.80k  ④R

千歳橋水位基準点の受持区間から、危険箇所を抽出
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９．設定方法① 安威川（危険箇所の満杯流量・水位）

千歳橋水位観測点・量水標値に換算、危険箇所の満杯水位は、４．９１ｍ

No
地点
(k)

氾濫水位
(TP.m)

流下能力

(m
3
/s)

基準観測所
満杯流量

(m3/s)

流下時間
の考慮なし

(T.P.m)

引去水位
（※）
(m)

流下時間
の考慮あり

(T.P.m)

1 1.30 5.70 1672(1850) 1446(1600) 13.10 0.00【下】 13.10

2 3.10 5.82 1366(1850) 1181(1600) 12.57 0.00【下】 12.57

3 6.40 8.43 1449(1600) 1449(1600) 13.11 0.00【下】 13.11

4 11.80 15.99 1331(1600) 1331(1600) 12.88 0.07【上】 12.81

※ 危険箇所が下流の場合、引去水位は考慮しない。【下】

（  ）は測点の計画流量

No
地点
(k)

氾濫水位
(TP.m)

流下能力

(m
3
/s)

基準観測所
満杯流量

(m3/s)

流下時間
の考慮なし

(T.P.m)

引去水位
（※）
(m)

流下時間
の考慮あり

(T.P.m)

1 3.10 5.58 1244(1850) 1075(1600) 12.35 0.00【下】 12.35

2 4.20 7.10 1676(1850) 1449(1600) 13.11 0.00【下】 13.11

3 4.40 7.12 1466(1600) 1466(1600) 13.14 0.00【下】 13.14

4 4.80 7.35 1468(1600) 1468(1600) 13.14 0.00【下】 13.14

※ 危険箇所が下流の場合、引去水位は考慮しない。
（  ）は測点の計画流量

神崎川合流点～茨木川分派部 （左岸）

神崎川合流点～茨木川分派部 （右岸）

基準観測所に換算した満杯水位・流量

基準観測所に換算した満杯水位・流量

危険箇所の満杯水位・流量

危険箇所の満杯水位・流量
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-1

0

1

2

3

4

5

6

7

8

-360 -300 -240 -180 -120 -60 0 60 120 180 240 300 360

水
位

(m
)

(分)

はん濫注意水位

水防団待機水位

H26.8.9
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千歳橋観測所 平成26年8月9洪水

リードタイム(分) 10 20 30 40 50 60 90 120 150 180

最大上昇量(ｍ) 0.20 0.39 0.52 0.62 0.75 0.88 1.22 1.59 2.15 2.57

60分

90分

0.
88

m

1.
22

m

千歳橋水位基準点での水位上昇

７．設定方法① 安威川（水位基準点での水位上昇量）

○ 避難時間等の目安となる水位上昇量の設定



安威川・千歳橋水位基準点

現行 改定

氾濫危険水位 ３．８３m ４．０３m １回

避難判断水位 ３．７０m ４回 ３．６９m

氾濫注意水位 ３．２５m ３．２５m

９．設定方法① 安威川（危険水位等の設定）

既往出水での到達回数

現行値 改定案

氾濫危険水位 3.83m 4.03m

避難判断水位 3.70m 3.69m

氾濫注意水位 3.25m 3.25m

水防団待機水位 1.25m 1.25m

堤防高

氾濫注意水位 3.25m

避難判断水位 3.69m

氾濫危険水位 4.03m

危険箇所の満杯相当水位 4.91m

避難時間60分 0.88m
避難準備時間90分 1.22m

危険箇所の満杯水位 6.28m

はん濫危険水位 5.14m

危険箇所 3.1k
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天竺川橋（水位観測基準点） 2.61k
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天竺川橋水位基準点の受持区間から、危険箇所を抽出

天
竺
川
全
川
を

天
竺
川
橋
の
一
連
区
間

1.10k ②

0.80k ①

5.40k ③

6.50kk ④

１０．設定方法② 天竺川（危険箇所の設定）



１０．設定方法② 天竺川（危険箇所の満杯流量・水位）

天竺川橋水位観測基準点・量水標値に換算、危険箇所の満杯水位は、１．３４ｍ

（流下時間を考慮しない場合の水位は、２．６６ｍ）

No
地点
(k)

氾濫水位
(TP.m)

流下能力

(m
3
/s)

基準観測所
満杯流量

(m3/s)

流下時間
の考慮なし

(T.P.m)

引去水位
(m)

流下時間
の考慮あり

(T.P.m)

1 0.80k 5.92 70(170) 70(170) 11.03 0.00【下】 11.03

2 1.10k 6.81 80(170) 80(170) 11.27 0.00【下】 11.27

3 5.40k 24.97 39(120) 55(170) 10.69 0.92【上】 9.77

4 6.50k 31.78 35(120) 49(170) 10.54 1.32【上】 9.22

※ 危険箇所が下流の場合、引去水位は考慮しない。【下】

（ ）は測点の計画流量

天竺川 一連区間

危険箇所の満杯水位・流量 基準観測所に換算した満杯水位・流量

20



-1.00

-0.50

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50
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60分

90分

2.
65

m

2.
71

m

天竺川水位基準点での水位上昇

１０．設定方法② 天竺川（水位基準点での水位上昇量）

○ 避難時間等の目安となる水位上昇量の設定

天竺川橋観測所

ﾘｰﾄﾞﾀｲﾑ（分) 10 20 30 40 50 60 90

最大上昇量(m) 0.01 0.25 0.44 0.99 2.63 2 .65 2 .71

平成25年8月24日

はん濫注意水位

水防団待機水位

平成25年8月24日

水位上昇が急激で避難等に要する時間の考慮が困難



堤防高

氾濫注意水位 2.00m

１０年に３回程度

避難判断水位 2.20m

天竺川・天竺川橋基準点

設定方法①の場合 設定方法②

現行 改定

氾濫危険水位 ２．８５ｍ ２．３０ｍ ３回

避難判断水位 ２．３０ｍ ３回 ２．２０ｍ

氾濫注意水位 ２．００ｍ ２．００ｍ

氾濫危険水位 2.30m

１０．設定方法② 天竺川（危険水位等の設定）

既往出水での到達回数

危険箇所の満杯相当水位 1.34m
（流下時間考慮）

危険箇所の満杯相当水位2.66m
（流下時間考慮しない)

危険箇所の満杯水位 3.20m

流下時間考慮した水位 2.07m

危険箇所 6.4k

現行値 改定案

氾濫危険水位 2.85m 2.30m

避難判断水位 2.30m 2.10m

氾濫注意水位 2.00m 2.00m

水防団待機水位 1.00m 1.00m 22



１１．氾濫危険水位流量の評価 （安威川）
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1/10 1/30 1/100 水位(m) 流量(㎥/s） 水位(m) 流量(㎥/s）

3.1ｋ 1000 1400 1850 6.28 1244 5.14 921
1/30以下 1/10以下

1/10 1/30 1/100 水位(m) 流量(㎥/s） 水位(m) 流量(㎥/s）

千歳橋 850 1150 1600 4.91 1075 4.03 797
1/30以下 1/10以下

水位基準点での評価

測点
満杯⽔位流量 氾濫危険⽔位流量

確率流量(㎥/s)

確率流量(㎥/s）

満杯⽔位流量
危険箇所での評価

氾濫危険⽔位流量
測点



３９河川（水位周知河川・洪水予報河川）

設定方法① 29河川 設定方法② 10河川

1/200までに危険度Ⅲが
想定されているか

1/200までに危険度Ⅲが
想定されているか

無 し

19 河川

有 り

10 河川
（掘込2河川・築堤8河川）

避難時間は確保
できるか

無 し

10 河川

有 り

0 河川

24

・河川毎の流下能⼒が低い箇所や浸⽔リスクの共有
・避難⾏動（⽔平避難・屋内安全確保）の在り⽅ 市町村と議論の上、⽔位を設定
・危険箇所の点検や監視強化

１２．水位設定と浸水リスクの関係

※ A<20.0km2 8河川



１３．「漏水・浸食」での堤防の監視等への対策

「漏水・浸食」での堤防の監視が必要となる箇所・区間について市町村との情報共有及び
監視する着目点（チェックリストなど）を明示し、市町村と連携した監視体制の強化を図る。

堤防破堤により浸水リスクの高い築堤河川
の箇所や区間 （国の堤防監視手引きを参考）

① 危険箇所（水位設定で定めた）

② 堤内地盤が低い築堤箇所・区間

③ 過去に浸水や堤防破堤がある箇所・区間

④ 河川施設点検で異常が見られる箇所・区間

⑤ その他、市町村が注視している箇所・区間

監視箇所・区間の堤防形態に応じた着目
点で監視を実施 （国の堤防監視手引きを参考）

① 河道内⇒護岸等の破損

② 堤防天端⇒亀裂や陥没

③ 裏法面⇒陥没や亀裂、はらみ、漏水や噴砂

④ 横断工作物⇒堤防取付部などの異常

【監視が必要な区間・箇所】 【監視内容 （チェック項目）】

【事前の備え】
水防管理者（市町村）
⇒水防時の監視体制の構築、水防団、消防団との
協力体制など（異常時の適切な避難行動の周知）

河川管理者（大阪府）
⇒監視が必要な区間・箇所の設定や監視内容を
市町村と情報共有

【水防時】
水防管理者（市町村）
⇒監視箇所・区間の点検、異常があった場合
の即座の避難勧告

河川管理者（大阪府）
⇒市町村からの監視報告などを受け、応急対応
などの助言 25



１３ 「漏水・浸食」での堤防の監視等への対策
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【危険箇所の流況監視強化】
水位設定で確認された危険箇所などの流況監視を強化するため、カメラや量水標等
の設置を進める。平成２７年度は１０箇所、今後、増設予定。

【昼間】 【夜間】

4M 4M
9 9

8 8

7 7

6 6

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

0 0
3M 3M
9 9

8 8

7 7

6 6

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

0 0

注
意

避
難

危
険

危
険

避
難

注
意

量水標イメージ

（検討中）



１３ 「漏水・浸食」での堤防の監視等への対策

（ＨＰ公表画面）
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【河川砂防施設点検の実施及び公表】
市町村水防関係者及び占用業者等とともに、
年１回に「河川砂防施設点検」を実施。
点検で確認された「注意箇所」は、その危険度
に応じて、次期出水期までの応急対応、詳細な
監視を行う。
また、点検結果は、ＨＰや事務所毎の窓口で
府民に開示。
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「河川砂防施設点検の実施及び公表 （ＨＰ公表画面）

１３ 「漏水・浸食」での堤防の監視等への対策


